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は
68
社
（
32
％
）。「
68
社
の
内
訳

は
、
５
０
１
名
以
上
が
33
社
で
半

数
を
占
め
る
一
方
、
１
０
０
名
以

下
が
10
社
と
な
っ
て
お
り
、
従
業

員
規
模
に
よ
っ
て
大
き
な
変
化
が

見
ら
れ
た
」
と
い
う
。

　

厚
生
労
働
省
が
、「
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
」
に
基
づ
い

て
実
施
し
て
い
る
「
く
る
み
ん

認
定
」
は
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業

を
認
定
す
る
制
度
で
あ
る
。
認
定

企
業
に
は
、
く
る
み
ん
マ
ー
ク
が

付
与
さ
れ
、
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
求
人
広
告
な
ど
に
使
用
で
き

る
。
ま
た
「
え
る
ぼ
し
認
定
」
は
、

厚
生
労
働
省
が
「
女
性
活
躍
推
進

法
」
に
基
づ
き
、
女
性
の
活
躍
を

推
進
し
て
い
る
優
良
な
企
業
を
認

定
す
る
制
度
で
あ
る
。
認
定
を
受

け
る
と
、
認
定
マ
ー
ク
（
達
成
度

合
い
に
よ
り
３
段
階
）
を
使
用
で

き
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や

公
共
調
達
の
際
の
加
点
評
価
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

調
査
の
結
果
、
え
る
ぼ
し
の

み
認
定
は
４
社
（
２
％
）、
く
る

み
ん
と
え
る
ぼ
し
の
両
方
認
定

が
２
社
（
１
％
）、
両
方
な
し
が

２
０
９
社
（
97
％
）
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
東
京
協

会
で
は
、「
ま
だ
新
し
い
認
定
制

度
で
あ
る
た
め
か
、
く
る
み
ん
認

定
、
え
る
ぼ
し
認
定
と
も
に
、
当

業
界
に
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
現
状
を
確

認
し
た
。

　

Ｐ
マ
ー
ク
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

マ
ー
ク
）
は
、
日
本
産
業
規
格
の

「
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｑ 

１
５
０
０
１ 

個
人

情
報
保
護
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
−
要
求
事
項
」
に
適
合
し
て
い

る
事
業
者
に
使
用
が
認
め
ら
れ
る

も
の
で
、
個
人
情
報
を
適
切
に
取

り
扱
っ
て
い
る
証
し
と
な
る
。
Ｐ

マ
ー
ク
は
、
42
社
（
20
％
）
が
取

得
し
て
い
る
と
回
答
。「
従
業
員

規
模
別
で
は
、
42
社
の
内
５
０
１

名
以
上
が
24
社
と
半
数
以
上
を
占

め
る
一
方
、
１
０
０
名
以
下
は
３

社
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

う
ち
、
何
ら
か
の
認
証
を
取
得
し

て
い
る
と
回
答
し
た
の
は
85
社
、

認
証
取
得
な
し
が
１
３
０
社
で

あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、77
社（
36
％
）

が
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ 

９
０
０
１
）
の
認
証
を

取
得
し
て
お
り
、
一
番
取
得
率
が

高
か
っ
た
（
複
数
回
答
）。
２
番

目
が
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ 

１
４
０
０
１
）
で
、

55
社
（
26
％
）。
一
方
、
情
報
・

労
働
安
全
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
関
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
認
証

取
得
は
低
調
で
あ
っ
た
。

　

品
質
に
関
す
る
部
署
の
設
置
で

は
、
社
内
に
「
品
質
管
理
部
署
を

設
置
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
の

（
公
社
）
東
京
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

の
経
営
研
究
委
員
会

が
、
会
員
各
社
の
雇

用
状
況
や
経
営
・
資

格
に
関
す
る
状
況
を

把
握
す
る
た
め
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
結
果
を
紹
介
。

第
３
回
は
、「
各
種

資
格
等
取
得
状
況
」

に
つ
い
て
。

　

ま
ず
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国

際
標
準
化
機
構
）
が

制
定
し
た
規
格
に
つ

い
て
は
、
回
答
の

あ
っ
た
２
１
５
社
の

東京協会「会員概括」アンケート   第３回各種資格等取得状況

品質管理の認証取得率がトップ

品質管理に関する部署の設置
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令
和
５
年
度　

国
の
予
算
・
制
度
等
に
関
す
る
要
望
を
審
議

第126回
理事会

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
９
月
６
日
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
で
「
第

１
２
６
回
理
事
会
」
を
開
催
、「
令

和
５
年
度
国
の
予
算
・
制
度
等
に

関
す
る
要
望
」
に
つ
い
て
審
議
し

た
。

　

梶
山
龍
誠
理
事
長
は
冒
頭
挨
拶

で
、「
７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙

で
は
、
猛
暑
の
中
、
皆
様
に
ご
協

力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
、「
今
後
し
ば
ら
く
国
政
選

挙
は
行
わ
れ
な
い
予
定
で
す
が
、

当
政
連
と
し
て
は
、
今
回
の
選
挙

の
反
省
も
踏
ま
え
、
推
薦
す
る
候

補
者
全
員
の
当
選
に
向
け
て
、
一

層
組
織
を
引
き
締
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
と
呼
び
か
け
た
。
審
議
事
項

に
つ
い
て
は
、「
本
日
は
令
和
５

年
度
国
の
予
算
・
制
度
等
に
関
す

る
要
望
の
議
案
が
付
議
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
活
発
な
ご
審
議
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
」
と
積
極
的
な
議

論
を
要
請
。

　

提
案
説
明
は
横
田
英
雄
幹
事
長

が
担
当
し
、「
毎
年
、
自
民
党
東

京
都
連
に
提
出
し
て
お
り
ま
す
国

要
望
に
つ
い
て
ご
提
案
を
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
本
要
望
は
10
月
７

日
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
て
提
出
す
る

予
定
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

人
数
制
限
が
あ
る
た
め
当
日
は
三

役
の
み
が
出
席
い
た
し
ま
す
」
と

前
置
き
を
し
て
、
昨
年
度
の
要
望

と
の
違
い
を
説
明
し
た
。

　
「
１　

公
共
建
築
物
等
の
維
持

管
理
に
関
す
る
事
項
」
の
「
⑵
厚

生
労
働
省
に
よ
る
調
査
と
公
表
に

つ
い
て
」
に
関
し
て
は
、「
当
政

連
で
は
こ
れ
ま
で
、
厚
労
省
に
対

し
て
調
査
の
実
施
を
要
望
し
て
き

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｓ

Ｏ 

１
４
０
０
１
）、
そ
し
て
当
政

連
が
こ
れ
ま
で
要
望
し
て
き
た
障

害
者
雇
用
率
等
は
一
切
考
慮
さ
れ

て
お
ら
ず
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
な
ど
時
代
の
要

請
に
応
え
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
従
来
は

障
害
者
雇
用
の
支
援
策
と
し
て
要

ま
し
た
が
、
そ
れ
が
実
を
結
び
、

昨
年
度
は
調
査
が
実
施
さ
れ
、
今

年
の
６
月
に
結
果
が
公
表
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら

今
回
、
市
区
町
村
は
除
外
さ
れ
、

調
査
対
象
は
81
カ
所
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
今
後

の
対
象
拡
大
と
調
査
の
継
続
・
実

施
を
要
望
す
る
も
の
で
す
」
と
加

筆
内
容
を
説
明
。

　

続
い
て
、「『
２　

全
省
庁
統
一

資
格
付
与
点
数
表
の
見
直
し
に
つ

い
て
』
は
、
新
た
な
項
目
と
し
て

追
加
し
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
、

次
の
よ
う
に
内
容
を
説
明
。

　
「
全
省
庁
統
一
資
格
付
与
点
数

表
は
、
制
度
導
入
以
来
、
長
年
見

直
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
配
点

が
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
の

多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
販
売
高

実
績
の
配
点
に
大
き
く
偏
っ
て
お

り
、
高
い
格
付
け
を
受
け
た
企
業

が
大
型
案
件
に
入
札
参
加
可
能
と

な
り
、
結
果
的
に
大
企
業
優
位
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
東
京

都
の
入
札
参
加
資
格
に
あ
る
よ
う

な
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ 

９
０
０
１
）、
環
境

望
し
て
き
た
項
目
を
取
り
込
み
、

新
た
な
要
望
と
し
て
ま
と
め
ま
し

た
」

　

最
後
に
、「『
３　

そ
の
他
の
制

度
改
正
』
の
『
⑵
最
低
賃
金
の
引

上
げ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
』
は
、

変
更
・
追
加
補
強
し
、
引
き
続
き

適
正
価
格
で
の
積
算
を
要
望
し
て

お
り
ま
す
。『
⑶
障
害
者
雇
用
へ

の
支
援
策
に
つ
い
て
』
で
は
、
項

目
を
『
２　

全
省
庁
統
一
資
格
付

与
点
数
表
の
見
直
し
に
つ
い
て
』

へ
移
行
さ
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、

サ
ポ
ー
タ
ー
（
補
助
者
）
に
関
す

る
要
望
の
み
と
な
り
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
関
連
の
要
望
に
つ

い
て
は
、
東
京
都
へ
の
要
望
と
同

じ
く
、
今
回
の
要
望
か
ら
は
削
除

し
て
お
り
ま
す
」
と
説
明
。

　

議
長
の
野
口
博
行
副
理
事
長
が

意
見
や
質
問
を
求
め
た
あ
と
採
決

に
移
り
、
議
案
は
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

　

報
告
事
項
は
４
つ
あ
り
、
ま

ず
「
令
和
４
年
上
期
の
収
支
に
つ

い
て
」
を
、
坂
野
正
和
会
計
責
任

者
が
説
明
。
各
項
目
の
詳
細
を

挙
げ
た
あ
と
、「
収
入
７
０
２
万

円
に
、
前
年
か
ら
の
繰
越
額

１
６
２
８
万
円
を
加
え
、
収
入
総

額
は
２
３
３
０
万
円
。
支
出
は

４
３
８
万
円
で
、
当
期
収
支
差
額

は
２
６
４
万
円
の
プ
ラ
ス
と
な

り
、
下
半
期
へ
１
８
９
２
万
円
を

繰
り
越
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

と
報
告
。

　

続
い
て
大
村
清
保
監
事
が
、「
決

算
報
告
書
は
、
会
計
帳
簿
の
記
載

金
額
と
一
致
し
、
当
政
治
連
盟
の

財
政
状
況
を
正
し
く
示
し
て
い
る

と
認
め
ま
す
」
と
監
査
報
告
。

　

こ
の
ほ
か
、「
参
議
院
議
員
選

挙
の
結
果
と
対
応
に
つ
い
て
」
は

横
田
幹
事
長
が
、「
７
月
理
事
会

以
降
の
動
き
と
今
後
の
予
定
」
と

「
会
員
等
の
推
移
」
に
つ
い
て
は

高
橋
誠
事
務
局
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ

報
告
を
行
っ
た
。

審
議
事
項
に
挙
手
で
応
え
る
理
事
の
皆
さ
ん

収
支
に
つ
い
て
説
明
す
る
坂
野
会
計
責
任
者

監
査
報
告
を
行
う
大
村
監
事

冒
頭
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
梶
山
理
事
長


